啓発資料「乳幼児期に育みたい！未来に向かう力」（仮題）の作成について
資料２




１．目的
　　○保護者が、子どもの「非認知能力」の育成についての知識や子どもへの接し方について学ぶ。
　　○子育て支援や家庭教育支援の関係者が、研修や講座、訪問支援等、保護者へ関わる際に活用する。

２．対象
　　○保護者及び子育て支援や家庭教育支援の関係者
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４．印刷・製本
　○ 日本コープ共済生活協同組合連合会様から寄付により印刷・製本

５．構成
　○ Ａ４版。全12ページ（表紙、裏表紙を含む）
　○ 見開き２ページごとに、テーマを設定
　○ 「非認知能力」を「目標に向かってがんばる力」「気持ちをコントロールする力」「人と関わる力」に分類
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